
目　
　

次

 

ペ
ー
ジ

告　
　
　

示

〇
町
を
市
と
す
る
こ
と
に
伴
う
郡
の
人
口 

（
市
町
村
課
）　
　

一

〇
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
の
指
定 

（
障
害
福
祉
課
）　
　

一

〇
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
に
基
づ
く

　

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定
（
二
件
） 

（　
　

同　
　

）　
　

一

〇
保
安
林
の
指
定
の
解
除 

（
森
林
整
備
課
）　
　

二

〇
保
安
林
の
指
定
に
関
す
る
通
知
内
容
の
掲
示 

（　
　

同　
　

）　
　

二

〇
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
の
変
更 

（　
　

同　
　

）　
　

二

〇
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
（
二
件
） 

（
防
災
砂
防
課
）　
　

二

〇
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
の
解
除 
（　
　

同　
　

）　
　

四

〇
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定 
（　
　

同　
　

）　
　

四

〇
建
築
士
免
許
の
取
消
し 

（
建
築
宅
地
課
）　
　

四

公　
　
　

告

〇
県
営
土
地
改
良
事
業
計
画
の
変
更
に
伴
う
公
告
及
び
縦
覧 

（
農
村
振
興
課
）　
　

五

〇
特
定
開
発
行
為
に
関
す
る
対
策
工
事
等
の
完
了 

（
防
災
砂
防
課
）　
　

六

〇
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了 

（
建
築
宅
地
課
）　
　

六

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
係
る
落
札
者
の
決
定 

（
警
察
本
部
会
計
課
）　
　

六

教
育
委
員
会

〇
教
育
委
員
会
定
例
会
の
開
催 

六

収
用
委
員
会

〇
国
道
四
十
五
号
松
崎
北
沢
事
件
裁
決
手
続
開
始
決
定 

七

告　
　
　

示

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
二
十
六
号

　

平
成
二
十
八
年
十
月
十
日
か
ら
黒
川
郡
富
谷
町
を
富
谷
市
と
す
る
こ
と
に
伴
う
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二

年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
黒
川
郡
の
人
口
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
十
月
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

黒
川
郡　

四
二
、
三
二
八
人

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
二
十
七
号

　

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
二
十
一
条
の
五
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
児
通

所
支
援
事
業
者
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
四
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
十
月
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

事
業
所
番
号

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　

指
定
障
害
児
通
所

支
援
の
種
類　
　

設
置
者
名

指
定
年
月
日

〇
四
五
二
七
〇
〇
七
〇
一

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ

ス　

フ
ァ
イ
ン

富
谷
町
あ
け
の
平
三
丁

目
十
五

－

九

放
課
後
等
デ
イ
サ

ー
ビ
ス

株
式
会
社　

テ

ン
ダ
ー
カ
ラ
ー

平
成
二
十
八
年

十
月
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
二
十
八
号

　

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十

一
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
十
月
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

事
業
所
番
号

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　

指
定
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
種
類　

設
置
者
名

指
定
年
月
日

〇
四
二
二
六
三
〇
〇
六
一

七
ヶ
浜
ホ
ー
ム

七
ヶ
浜
町
東
宮
浜
字
左

道
二

－

一

－

一

共
同
生
活
援
助

社
会
福
祉
法
人

は
ら
か
ら
福
祉

会

平
成
二
十
八
年

十
月
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
二
十
九
号

　

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
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二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十

一
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
十
月
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

事
業
所
番
号

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　

指
定
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
種
類　

設
置
者
名

指
定
年
月
日

〇
四
一
一
二
〇
〇
五
四
六

登
米
市
立
米
谷
病
院

登
米
市
東
和
町
米
谷
字

元
町
二
〇
〇
番
地

短
期
入
所

登
米
市

平
成
二
十
八
年

十
月
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
三
十
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安

林
の
指
定
を
解
除
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
十
月
十
一
日

 
宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　

本
吉
郡
南
三
陸
町
志
津
川
字
深
田
二
六
六
の
七

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　

魚
つ
き

三　

解
除
の
理
由

　
　

道
路
用
地
と
す
る
た
め

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
三
十
一
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
に
指
定
し
た
旨
、
平
成
二
十
八
年
九
月
十
六
日
付
け
森
整
第
二
百
六
十
一
号
で
関
係
者

宛
て
通
知
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
者
は
、
所
在
が
不
分
明
で
あ
る
た
め
、
同
法
第
百
八
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
通
知
の

内
容
を
南
三
陸
町
役
場
に
掲
示
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
十
月
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

保
安
林
の
所
在
場
所

　
　

本
吉
郡
南
三
陸
町
戸
倉
字
長
清
水
二
四

二　

所
在
が
不
分
明
で
あ
る
者
の
住
所
氏
名

　
　

神
奈
川
県
川
崎
市
高
津
区
新
作
一
丁
目
六
番
一
〇
号　
　

須
藤　

浩

三　

通
知
の
内
容

　

 　

一
の
森
林
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
八
年
九
月
十
六
日
宮
城
県
告
示
第
七
百
五
十
五
号
で
告
示
し
た
と
お
り
保
安
林

に
指
定
し
た
。

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
三
十
二
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安

林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
十
月
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　

黒
川
郡
大
和
町
宮
床
字
高
山
二
八
の
一
、
二
八
の
三
、
二
八
の
五
、
二
八
の
一
〇

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　

水
源
の
涵か

ん

養

三　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　

㈠　

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

　
　

㈡ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整

備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　

㈢　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
）
及
び
大
和
町
役
場

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
三
十
三
号

　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）

第
七
条
第
一
項
及
び
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
区
域
を
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区

域
に
指
定
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
十
月
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

区
域
の
名
称

土
砂
災
害

の
発
生
原

因
と
な
る

自
然
現
象

区　

域　

の　

所　

在　

地

建
築
物
の
構

造
の
規
制
に

必
要
な
衝
撃

に
関
す
る
事

縦
覧
場
所
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の
種
類

項

金
谷

急
傾
斜
地

の
崩
壊

柴
田
郡
村
田
町
大
字
村
田
字
金
谷
（
次
の
図

の
と
お
り
）

次
の
図
の
と

お
り

宮
城
県
土
木
部
防

災
砂
防
課
及
び
宮

城
県
大
河
原
土
木

事
務
所

舘
山

急
傾
斜
地

の
崩
壊

柴
田
郡
柴
田
町
船
岡
西
一
丁
目
（
次
の
図
の

と
お
り
）

船
岡
南
一
丁

目
の
３

急
傾
斜
地

の
崩
壊

柴
田
郡
柴
田
町
船
岡
南
一
丁
目
（
次
の
図
の

と
お
り
）

根
形
の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

柴
田
郡
柴
田
町
船
岡
西
二
丁
目
（
次
の
図
の

と
お
り
）

根
形
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

柴
田
郡
柴
田
町
船
岡
西
二
丁
目
（
次
の
図
の

と
お
り
）

細
田
沢

土
石
流

伊
具
郡
丸
森
町
筆
甫
字
細
田
（
次
の
図
の
と

お
り
）

清
水
沢

土
石
流

伊
具
郡
丸
森
町
筆
甫
字
清
水
（
次
の
図
の
と

お
り
）

清
水
沢
２

土
石
流

伊
具
郡
丸
森
町
筆
甫
字
清
水
（
次
の
図
の
と

お
り
）

宮
脇
沢

土
石
流

伊
具
郡
丸
森
町
筆
甫
字
宮
脇
（
次
の
図
の
と

お
り
）

中
作
沢

－

１

土
石
流

伊
具
郡
丸
森
町
筆
甫
字
中
下
（
次
の
図
の
と

お
り
）

中
作
沢

－

２

土
石
流

伊
具
郡
丸
森
町
筆
甫
字
中
下
（
次
の
図
の
と

お
り
）

中
下
沢

土
石
流

伊
具
郡
丸
森
町
筆
甫
字
中
下
（
次
の
図
の
と

お
り
）

川
下
沢

土
石
流

伊
具
郡
丸
森
町
筆
甫
字
川
下
（
次
の
図
の
と

お
り
）

川
下
沢
２

土
石
流

伊
具
郡
丸
森
町
筆
甫
字
川
下
（
次
の
図
の
と

お
り
）

東
山
沢

土
石
流

伊
具
郡
丸
森
町
筆
甫
字
川
下
（
次
の
図
の
と

お
り
）

石
羽
沢

土
石
流

伊
具
郡
丸
森
町
字
石
倉（
次
の
図
の
と
お
り
）

石
羽
沢
２

土
石
流

伊
具
郡
丸
森
町
字
石
倉（
次
の
図
の
と
お
り
）

内
川

土
石
流

伊
具
郡
丸
森
町
字
石
倉（
次
の
図
の
と
お
り
）

石
倉
前
沢
２

土
石
流

伊
具
郡
丸
森
町
字
石
倉（
次
の
図
の
と
お
り
）

石
倉
南
沢

土
石
流

伊
具
郡
丸
森
町
字
石
倉（
次
の
図
の
と
お
り
）

石
倉
沢

土
石
流

伊
具
郡
丸
森
町
字
和
田
西
（
次
の
図
の
と
お

り
）

石
倉
沢
２

土
石
流

伊
具
郡
丸
森
町
字
和
田
西
（
次
の
図
の
と
お

り
）

向
原

土
石
流

伊
具
郡
丸
森
町
字
向
原（
次
の
図
の
と
お
り
）

牛
子
沢

－

１

土
石
流

伊
具
郡
丸
森
町
字
牛
子（
次
の
図
の
と
お
り
）

牛
子
沢

－

２

土
石
流

伊
具
郡
丸
森
町
字
牛
子（
次
の
図
の
と
お
り
）

薄
平
沢

土
石
流

伊
具
郡
丸
森
町
字
蕨
平（
次
の
図
の
と
お
り
）

薄
平
沢
２

土
石
流

伊
具
郡
丸
森
町
字
薄
平（
次
の
図
の
と
お
り
）

牛
子
沢
２

土
石
流

伊
具
郡
丸
森
町
字
牛
子（
次
の
図
の
と
お
り
）

向
原
沢

土
石
流

伊
具
郡
丸
森
町
字
牛
子（
次
の
図
の
と
お
り
）

上
滝

急
傾
斜
地

の
崩
壊

伊
具
郡
丸
森
町
不
動
（
次
の
図
の
と
お
り
）

向
原

急
傾
斜
地

の
崩
壊

伊
具
郡
丸
森
町
字
牛
子（
次
の
図
の
と
お
り
）

馬
渕
の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

伊
具
郡
丸
森
町
字
牛
子（
次
の
図
の
と
お
り
）

馬
渕
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

伊
具
郡
丸
森
町
字
馬
渕（
次
の
図
の
と
お
り
）

石
倉

急
傾
斜
地

の
崩
壊

伊
具
郡
丸
森
町
字
石
倉（
次
の
図
の
と
お
り
）

川
下
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

伊
具
郡
丸
森
町
筆
甫
字
川
下
二
（
次
の
図
の

と
お
り
）

川
下
の
３

急
傾
斜
地

の
崩
壊

伊
具
郡
丸
森
町
筆
甫
字
川
下
三
（
次
の
図
の

と
お
り
）

中
下

急
傾
斜
地

の
崩
壊

伊
具
郡
丸
森
町
筆
甫
字
中
下
（
次
の
図
の
と

お
り
）

平
舘

急
傾
斜
地

の
崩
壊

伊
具
郡
丸
森
町
筆
甫
字
平
舘
（
次
の
図
の
と

お
り
）

清
水

急
傾
斜
地

の
崩
壊

伊
具
郡
丸
森
町
筆
甫
字
細
田
（
次
の
図
の
と

お
り
）

　

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
は
、
当
該
区
域
の
縦
覧
場
所
の
欄
に
掲
げ
る
場
所
に
お
い
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て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
三
十
四
号

　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）

第
七
条
第
一
項
及
び
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
区
域
を
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区

域
に
指
定
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
十
月
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

区
域
の
名
称

土
砂
災
害

の
発
生
原

因
と
な
る

自
然
現
象

の
種
類

区　

域　

の　

所　

在　

地

建
築
物
の
構

造
の
規
制
に

必
要
な
衝
撃

に
関
す
る
事

項

縦
覧
場
所

鷲
神

急
傾
斜
地

の
崩
壊

牡
鹿
郡
女
川
町
鷲
神
浜
、
桜
ヶ
丘
（
次
の
図

の
と
お
り
）

次
の
図
の
と

お
り

宮
城
県
土
木
部
防

災
砂
防
課
及
び
宮

城
県
東
部
土
木
事

務
所

　

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
は
、
当
該
区
域
の
縦
覧
場
所
の
欄
に
掲
げ
る
場
所
に
お
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
三
十
五
号

　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）

第
七
条
第
一
項
及
び
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
し
た
次
の
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の

指
定
を
解
除
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
十
月
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

区
域
の
名
称

土
砂
災
害

の
発
生
原

因
と
な
る

自
然
現
象

の
種
類

区　

域　

の　

所　

在　

地

縦　

覧　

場　

所

鷲
神

急
傾
斜
地

の
崩
壊

牡
鹿
郡
女
川
町
鷲
神
浜
、
牡
鹿
郡
女
川
町

桜
ヶ
丘
（
次
の
図
の
と
お
り
）

宮
城
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
及
び

宮
城
県
東
部
土
木
事
務
所

　

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
は
、
当
該
区
域
の
縦
覧
場
所
の
欄
に
掲
げ
る
場
所
に
お
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
三
十
六
号

　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）

第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
区
域
を
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
指
定
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
十
月
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

区
域
の
名
称

土
砂
災
害

の
発
生
原

因
と
な
る

自
然
現
象

の
種
類

区　

域　

の　

所　

在　

地

縦　

覧　

場　

所

古
田
沢

土
石
流

伊
具
郡
丸
森
町
筆
甫
字
古
田
（
次
の
図
の
と

お
り
）

宮
城
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
及
び

宮
城
県
大
河
原
土
木
事
務
所

　

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
は
、
当
該
区
域
の
縦
覧
場
所
の
欄
に
掲
げ
る
場
所
に
お
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
三
十
七
号

　

建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
建
築
士
の
免
許
を

取
り
消
し
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
十
月
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

免
許
取
消
年
月
日

氏　
　

名

一
級
建
築
士
、
二

級
建
築
士
又
は
木

造
建
築
士
の
別

登
録
番
号

免
許
取
消
し
の
理
由

平
成
二
十
八
年
九
月
三

十
日

森　
　

由
吉

二
級
建
築
士

第
二
百
五
十
二
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
三

十
日

菅
野　
　

弘

二
級
建
築
士

第
二
百
五
十
四
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
三

十
日

佐
光　
　

習

二
級
建
築
士

第
二
百
五
十
五
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
三

十
日

渡
辺　

千
里

二
級
建
築
士

第
二
百
六
十
八
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
三

十
日

日
野　

徳
衛

二
級
建
築
士

第
二
百
七
十
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
三

十
日

相
原　

忠
三

二
級
建
築
士

第
二
百
七
十
二
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
三

十
日

松
山　

春
吉

二
級
建
築
士

第
二
百
八
十
四
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
三

十
日

川
田
清
治
郎

二
級
建
築
士

第
二
百
九
十
一
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め
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平
成
二
十
八
年
九
月
三

十
日

菊
地　

末
治

二
級
建
築
士

第
二
百
九
十
六
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
三

十
日

小
野
賢
児
郎

二
級
建
築
士

第
二
百
九
十
七
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
三

十
日

小
野
寺　

稔

二
級
建
築
士

第
二
百
九
十
九
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
三

十
日

佐
々
木
力
之
助

二
級
建
築
士

第
三
百
二
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
三

十
日

菊
地　

直
澄

二
級
建
築
士

第
三
百
三
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
三

十
日

加
藤　

省
吾

二
級
建
築
士

第
三
百
十
一
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
三

十
日

佐
藤　

直
藏

二
級
建
築
士

第
三
百
十
九
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
三

十
日

高
橋
權
左
エ
門

二
級
建
築
士

第
三
百
二
十
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
三

十
日

小
野
寺　

進

二
級
建
築
士

第
三
百
二
十
八
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
三

十
日

加
藤　

由
藏

二
級
建
築
士

第
三
百
二
十
九
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
三

十
日

菊
田　

留
作

二
級
建
築
士

第
三
百
三
十
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
三

十
日

板
垣　

安
貞

二
級
建
築
士

第
三
百
三
十
二
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
三

十
日

内
海　

喜
助

二
級
建
築
士

第
三
百
三
十
九
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
三

十
日

菅
原　

勝
治

二
級
建
築
士

第
三
百
四
十
一
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
三

十
日

佐
藤　

幸
二

二
級
建
築
士

第
三
百
四
十
四
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
三

十
日

相
澤
儀
右
エ
門

二
級
建
築
士

第
三
百
四
十
七
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
三

十
日

相
澤　

長
吉

二
級
建
築
士

第
三
百
四
十
八
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
三

十
日

大
和　

林
作

二
級
建
築
士

第
三
百
五
十
三
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
三

十
日

中
村　

誠
宇

二
級
建
築
士

第
三
百
五
十
八
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
三

十
日

立
花　

利
秋

二
級
建
築
士

第
三
百
六
十
一
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
三

十
日

三
浦
謙
之
助

二
級
建
築
士

第
三
百
六
十
三
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
三

十
日

中
野　

兵
吉

二
級
建
築
士

第
三
百
六
十
五
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
三

十
日

大
沼
五
次
郎

二
級
建
築
士

第
三
百
六
十
九
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
三

十
日

大
泉　

春
藏

二
級
建
築
士

第
三
百
七
十
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
三

十
日

鈴
木
寅
治
郎

二
級
建
築
士

第
三
百
七
十
一
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
三

十
日

村
上
庄
太
夫

二
級
建
築
士

第
三
百
七
十
四
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
三

十
日

佐
々
木
直
衛

二
級
建
築
士

第
三
百
七
十
五
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
三

十
日

千
葉　

米
藏

二
級
建
築
士

第
三
百
七
十
七
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
三

十
日

色
川　

利
治

二
級
建
築
士

第
三
百
八
十
二
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

公　
　
　

告

〇
県
営
名
取
地
区
土
地
改
良
事
業
（
農
山
漁
村
地
域
復
興
基
盤
総
合
整
備
事
業
（
農
地
整
備
事
業
））
計
画
の
変
更
に

当
た
り
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
の
三
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
を
行

う
の
で
、
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
の
二
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
土
地
改
良
事
業
変

更
計
画
の
概
要
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
当
該
土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
の
概
要
に
意
見
が
あ
る
者
は
、
宮
城
県
知
事
に
対
し
意
見
書
を
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
十
月
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称

　

 　

県
営
名
取
地
区
土
地
改
良
事
業
（
農
山
漁
村
地
域
復
興
基
盤
総
合
整
備
事
業
（
農
地
整
備
事
業
））
変
更
計
画
概

要
書

二　

縦
覧
期
間

　
　

平
成
二
十
八
年
十
月
十
一
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
十
一
月
九
日
ま
で

三　

縦
覧
場
所　
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名
取
市
役
所
、
仙
台
市
太
白
区
役
所
及
び
岩
沼
市
役
所

四　

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

１　

提
出
期
限　

平
成
二
十
八
年
十
一
月
九
日

　

２　

提
出
方
法　

宮
城
県
仙
台
地
方
振
興
事
務
所
長
宛
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

送
付
先　

〒
九
八
一

－

八
五
〇
五　

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
堤
通
雨
宮
町
四

－

十
七

　
　
　

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　
ｓ
ｄ
ｓ
ｇ
ｓ
ｉ
ｎ
ｋ
ｓ
＠
ｐ
ｒ
ｅ
ｆ
．
ｍ
ｉ
ｙ
ａ
ｇ
ｉ
．
ｊ
ｐ

　

３ 　

意
見
書
の
様
式
等　

様
式
は
任
意
で
す
が
、
言
語
は
日
本
語
に
限
り
ま
す
。
ま
た
、
氏
名
（
法
人
名
）
及
び
連

絡
先
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

４ 　

意
見
書
の
取
扱
い　

提
出
さ
れ
た
意
見
書
の
内
容
は
、
名
取
市
役
所
で
縦
覧
に
供
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
提
出
さ

れ
た
意
見
に
対
し
て
は
、
個
別
に
回
答
し
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
御
了
承
願
い
ま
す
。

　

５　

そ
の
他　

電
話
に
よ
る
意
見
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〇
次
の
特
定
開
発
行
為
に
関
す
る
対
策
工
事
等
が
完
了
し
た
の
で
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止

対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
十
月
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

開
発
区
域

　
　

牡
鹿
郡
女
川
町
桜
ヶ
丘
一
番
二　

外
百
十
一
筆

　
　

面
積　

三
万
八
百
二
十
六
・
九
四
平
方
メ
ー
ト
ル

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

　
　

牡
鹿
郡
女
川
町
女
川
浜
字
女
川
百
三
十
六

　
　

女
川
町
長　

須
田　

善
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
十
月
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

　

名
取
市
牛
野
字
伊
藤
九
番
一
、
十
番
三

　

仙
台
市
太
白
区
西
中
田
二
丁
目
五
番
三
十
号
ソ
レ
ー
ユ

南
仙
台
二
百
五

 

大
友　

秋
雄　
　
　
　
　
　
　
　

　

仙
台
市
太
白
区
西
中
田
二
丁
目
五
番
三
十
号
ソ
レ
ー
ユ

南
仙
台
二
百
五

 

大
友　

る
み　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
十
月
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

落
札
に
係
る
物
品
又
は
役
務
の
名
称
及
び
数
量　

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
シ
ス
テ
ム
用
サ
ー
バ
②
賃
貸
借　

一
式

二 　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

宮
城
県
警
察
本
部
総
務
部
会
計
課　

仙
台
市
青

葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

三　

落
札
者
を
決
定
し
た
日　

平
成
二
十
八
年
十
月
三
日

四 　

落
札
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地　

株
式
会
社
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｃ　

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
三
丁
目
四

番
一
号

五　

落
札
金
額　

三
億
六
千
百
六
十
八
万
円

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

一
般
競
争
入
札

七　

入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日　

平
成
二
十
八
年
八
月
九
日

教
育
委
員
会

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
告
示
第
十
七
号

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
十
四
条
の
規
定
に
よ

り
、
教
育
委
員
会
の
定
例
会
を
次
の
と
お
り
招
集
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
会
議
の
傍
聴
を
希
望
す
る
者
は
、
次
に
定
め
る
手
続
に
従
っ
て
傍
聴
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

平
成
二
十
八
年
十
月
十
一
日

 

宮
城
県
教
育
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

教
育
長　
　

髙　
　

橋　
　
　
　
　

仁　
　
　

一　

日　

時　

平
成
二
十
八
年
十
月
十
八
日　

午
後
一
時
三
十
分

二　

場　

所　

教
育
委
員
会
会
議
室

三　

事　

件

　

第
一
号
議
案　

県
立
特
別
支
援
学
校
学
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

第
二
号
議
案　

宮
城
県
立
高
等
学
校
学
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
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四　

傍
聴
者
の
定
員

　
　

十
二
人

五　

傍
聴
手
続

　

１ 　

傍
聴
希
望
の
受
付
は
、
会
議
開
会
三
十
分
前
か
ら
十
分
前
ま
で
に
、
当
該
会
議
の
会
場
に
参
集
し
た
傍
聴
希
望

者
に
対
し
て
行
い
ま
す
。

　

２　

傍
聴
の
手
続
は
、
先
着
順
で
行
い
、
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
希
望
者
全
員
に
よ
る
抽
選
と
し
ま
す
。

六　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

　
　

宮
城
県
教
育
庁
総
務
課
総
務
班
（
電
話
〇
二
二

－

二
一
一

－

三
六
一
一
）

収
用
委
員
会

〇
宮
城
県
収
用
委
員
会
告
示
第
15号

　
土
地
収
用
法
（
昭
和
26年

法
律
第
219号

）
第
45条

の
２
の
規
定
に
よ
り
，
次
の
と
お
り
裁
決
手
続
の
開
始
を
決
定

し
た
。

　
　
平
成
28年
10月
11日

 
宮
城
県
収
用
委
員
会
　
　
　

１
　
起
業
者
の
名
称

　
　
国
土
交
通
大
臣
　
石
井
　
啓
一

２
　
事
業
の
種
類

　
 　
一
般
国
道
45号
改
築
工
事
（
三
陸
縦
貫
自
動
車
道
・
宮
城
県
気
仙
沼
市
松
崎
高
谷
地
内
か
ら
同
市
唐
桑
町
只
越
地

内
ま
で
）
及
び
こ
れ
に
伴
う
市
道
付
替
工
事

３
　
裁
決
手
続
の
開
始
を
決
定
し
た
土
地
の
所
在
，
地
番
，
地
目
及
び
地
積
等

　
　
土
地
の
所
在
　
宮
城
県
気
仙
沼
市
松
崎
北
沢

地
　
番

地
　
　
　
目

地
　
　
　
積
（
㎡
）

収
用
し
よ
う
と
す
る

土
地
の
面
積
（
㎡
）

公
　
簿

現
　
況

公
　
　
　
簿

実
　
　
　
測

219番
２

た
め
池

た
め
池

56
56.39

56.39

４
　
土
地
所
有
者
の
氏
名
及
び
住
所

　
　
土
地
所
有
者
不
明

　
　
た
だ
し
，
登
記
名
義
人
（
亡
）
菅
原
庄
冶
の
法
定
相
続
人
（
別
紙
記
載
）

５
　
土
地
に
関
し
て
所
有
権
以
外
の
権
利
を
有
す
る
関
係
人
の
氏
名
，
住
所
及
び
そ
の
権
利
の
種
類

　
　
な
し

６
　
裁
決
手
続
の
開
始
を
決
定
し
た
年
月
日

　
　
平
成
28年
10月
３
日
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